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イベント概要 

 

[企業名]  プレミアグループ株式会社 

 

[企業 ID]  7199 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2025 年 3 月期 第 1 四半期決算説明 

 

[決算期]  2025 年度 第１四半期 

 

[日程]   2024 年 7 月 26 日 

 

[ページ数]  18 

  

[時間]   15:00– 15:17 

（合計：17 分、登壇：17 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  1 名 

取締役 常務執行役員 グループ CFO  金澤 友洋（以下、金澤） 
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登壇 

 

 

金澤：皆様、こんにちは。プレミアグループ株式会社、取締役、常務執行役員の金澤友洋です。 

それでは、決算の説明を始めさせていただきます。 

目次はご覧のとおりです。今回の第 1 四半期から、資料の一部をより見やすい形で修正している部

分があります。全体の構成や流れは今までの資料のとおりです。 
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まずは、決算ハイライトを説明いたします。クレジットの債権残高、故障保証残高のしっかりとし

た積み上げにより、営業収益は前年比プラス 19.9%、約 2 割の伸びとなりました。 

主要 3 事業の営業利益率の向上を受け、営業利益は営業収益を大幅に超える 33.6%と非常に増えて

おります。 

また、将来収益につきましても、前年比 20%以上の積み増しをしておりますので、今期のみなら

ず来期以降もしっかりと業績拡大に向けて、B/S にストックしております。 
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続きまして、マーケットと当社の KPI のページです。 

まず、マーケットの新車市場については、型式指定の認証不正が発生しておりますので、新車につ

いては大きく前年割れをしております。それを受けて、中古車市場も横ばいで推移している状況で

す。 

そういったマーケットの状況、あるいはマーケットがあまり良くない状況の中、当社のクレジット

取扱高は、前第 1 四半期が非常に好調であったという反動がありましたが、しっかりとシェアアッ

プ及び成長を継続しております。 

また、故障保証の取扱高につきましては、前期に引き続き、自社商品であるカープレミア故障保証

が非常に好調に推移しておりますので、しっかりと前年比二桁以上の伸びで、第 1 四半期は終了し

ております。 
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連結業績はご覧のとおりです。クレジットの債権残高、故障保証残高の積み上げにより、営業収

益、営業利益、税引前利益、は非常に大きく伸びており、また営業収益よりも営業利益、税引前利

益が大きく伸びているというところがこの第 1 四半期、非常に良かった点と考えております。 

また、吹き出しに記載のとおり、税引前利益と比較すると税引後利益の前年比が少し低く収まって

おります。こちらは前期の実効税率が繰越欠損金の利用により低く抑えられておりましたので、あ

る意味、今期は正常な水準に戻るとご理解いただければと思っております。 

右のグラフのとおり、当社の営業収益、営業利益は、堅調に右肩上がりで推移しております。 
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続きまして、営業費用の推移です。当社はまだまだ成長段階ですので、年々事業拡大が進んでいき

ますが、当然ながら事業を拡大すると費用も増えていきます。当社の場合、費用の絶対額はもちろ

ん増えますが、営業収益の伸びより営業費用をしっかりと抑えながら、毎期コストコントロールす

ることで、営業利益率もしっかりと上げた形で事業拡大を行っていくことが重要だと考えておりま

す。営業収益が前年比 19.9%の伸びに対して、営業費用は 16.8%の伸びと、しっかりと利益率を向

上させながら規模を拡大しております。 

また、当社の人件費が費目の中で比較的大きい項目ではありますが、人件費につきましても他社水

準を上回るベースアップを実施しつつも、人的資本 ROI は継続的に上昇傾向です。これは生産性

が継続的に向上している証となります。 

今回から人的資本 ROI という項目を単語として使わせていただきましたが、注記に記載のとお

り、1 人当たりの税引前利益から 1 人当たりの総投資額を割って算出した数値です。 
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続きまして通期業績の見通しです。営業収益、税引前利益ともにおおむね今期の業績予想どおりに

好調に推移しております。 

クレジット債権残高、故障保証残高の継続の積み上げにより、四半期ごとの業績を徐々に増加させ

ていく予定です。進捗率は 25%未満の数字になっておりますが、第 2、第 3、第 4 四半期と、しっ

かりと進捗率が上がってまいりますので、第 1 四半期の業績は、非常に好調に推移している認識で

結構です。 
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続きまして、ファイナンス事業です。前期の第 1 四半期はコロナが収束した影響があり、クレジッ

ト取扱高が急増しており、左のグラフの薄いオレンジ色の吹き出しのとおり、プラス 33.3%となっ

ておりました。 

債権残高につきましては、しっかりと 2 桁成長で前年比 22.6%を維持しております。延滞債権残高

につきましては、わずかではありますが少し上昇傾向というところは数字から見て取れます。引き

続き人員増強やオートコールを中心とする DX の施策、DX 投資、サービサー子会社としっかりと

協業し、延滞債権回収力を継続的に強化してまいる予定です。 
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続きまして、ファイナンス事業のセグメント業績です。数字等はご覧のとおりです。まず右の折れ

線グラフの市中金利は上昇トレンドではありますが、しっかりとお客様の金利等への転嫁を推し進

めており、クレジットの粗利と粗利益率は高水準を維持していると考えております。 

ファイナンス事業のセグメントの業績、損益計算書ですが、こちらは連結の全体と同様、クレジッ

ト残高がしっかり伸びて営業収益、営業利益、税引前利益が非常に大幅な伸びとなっております。 
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続きまして、故障保証事業です。マーケットの台数は横ばいで推移しておりますが、全体の取扱高

についてはプラス 12.5%と、しっかりと二桁成長を堅持しております。 

また、自社商品が全体の数字を牽引しております。後ほどご説明するカープレミアクラブ会員の増

加により各事業としっかりとシナジーを構築することで故障保証事業も良い形でその利を享受して

おります。自社商品の取扱高が故障保証事業全体の成長を牽引しております。 
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故障保証事業のセグメントの業績です。KPI が非常に好調に推移していることを受け、しっかり

と、売上利益、税引前利益を伸ばしております。特に前年比のパーセントを見ていただき、営業収

益と比較すると営業利益が非常に伸びています。その理由としては二つあり、一つは自社商品で

す。自社商品は利益率が高い商品ですので、おのずと売上より利益の伸びが大きくなります。二つ

目は、故障保証事業の原価に当たる整備費を、いかにクオリティを落とさずに下げていくかという

事業において重要なところです。自社ネットワーク内の整備工場へ修理入庫いただくことで、安価

に整備を行っていただくところもあります。また、新品部品を使うと高額なので、品質がしっかり

と確保された中古部品を使うことにより、当社として継続的な原価低減活動を、さらにもう一段実

現できたと考えております。 

また、故障保証事業は日本だけではなく、タイ、インドネシア、フィリピンにつきましても進出し

ております。海外の故障保証事業全体については、取扱高が二桁成長しておりますので、今後、故

障保証事業のセグメント業績にもしっかりと寄与してくると期待をしております。 
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続きまして、オートモビリティサービス事業です。カープレミアクラブが本格展開から 3 期目を迎

えて、おかげさまでカープレミアクラブ会員数もしっかりと伸長し、カープレミアクラブ内で続々

と展開する各事業も順調に伸長しております。 

モビリティサービスにつきましては、様々な事業が集約されてセグメントが構成されております

が、総じて各事業とも順調に成長しております。合計して営業収益が 21.4%伸び、また営業利益の

ところは 69.4%の伸びと、利益率を非常に向上させながら成長拡大しているというところが特徴的

です。 

引き続き、カープレミアクラブ向けのサービス拡充やブランド認知向上に向けてのマス広告の実施

など、セグメントとしてモビリティサービスだけではなくて、グループ全体の波及効果を見込みな

がらしっかりとシェアを広げて、様々な施策を打っていきたいと考えております。 

また、前期にカープレミアクラブ会費の価格を改定しており、今後も安定的に収益を確保すること

を想定しております。 
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続きましてはカープレミアクラブです。カープレミアクラブの会員数の進捗グラフです。カープレ

ミアディーラーにつきましては、中古車業界の不正問題があり、数を単純に増やすというところも

もちろん大事ではありますが、加盟店をしっかりと審査して、カープレミアディーラーに入ってい

ただくというところ、また、既に加入いただいている加盟店につきましても、しっかりと再構築を

図るというところで実施をしております。それに加えて、ゴールド会員からダイヤモンド会員とい

う上級会員へアップセル営業を中心に展開しております。 

続きまして、カープレミアディーラーの社数は、ご覧のとおり全体で 92 社としっかりと伸びてい

る一方で、ゴールド会員からダイヤモンド会員へのアップセルは 151 社増えており、非常に営業

戦略どおりであると考えております。 

カープレミアディーラーの会費につきましては、前期に価格改定を行っており、社数以上の営業収

益をしっかりと計上できております。また、加盟店の厳選化を行っておりますので、社数だけでは

なくて、1 社 1 社の質も上げていくことをこの第 1 四半期にしっかりと取り組めたと考えておりま

す。 

カープレミアガレージは、故障保証事業の修理時の優先的な入庫誘導という、非常に大きなメリッ

トがあるため、そのメリット及び当社の理念に賛同していただいた加盟店に加入いただいておりま

す。こちらも順調に増加しております。 
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続きまして、その他の進捗です。中期経営計画の進捗ですが、前期から始まった 3 カ年の中計の 2

年目に突入しております。まず、中計の初年度、前期の振り返りになりますが営業収益 315 億

円、税引前利益 62 億円と中期経営計画の定量目標の 1 年目をしっかり上回って着地できておりま

す。 

今期も中期経営計画を上回る達成に向けて、第 1 四半期は好調な滑り出しを見せております。中期

経営計画の数字を上回る年度の利益と、年度の計画というところも念頭に入れた上で、第 2 四半期

以降も事業運営をしていきたいと考えております。 

また、カープレミアクラブ会員向けサービスの拡充やマス広告の実施、年内にクレジット事業の根

幹をなす基幹システムの刷新を予定しております。これらは、従来から計画されているもので、中

期経営計画に織り込み済みです。 

資料の下部には、既にリリースされたものが含まれますが、トピックスを 4 点記載しております。

1 点目はカープレミア新 CM の放映を予定しております。もうすぐオリンピックが放送されますの

で、オリンピックの放送枠で CM を流してまいります。また、新たなイメージキャラクターにご就

任いただいておりますので、より幅広い世代にアプローチしていければと考えております。 
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2 点目は、人権方針の策定です。こちらは会社として当然求められるところではありますが、策定

するだけではなくて、その策定内容に従って、しっかりと会社の内部でトレースできるような仕組

みを含めて、名実ともに人権方針をしっかりと見据えながら、事業運営、経営していくというとこ

ろが大事だと考えております。 

３点目は、3 年連続 DX 銘柄注目企業として選定をされております。DX は現代社会におきまして

重要な項目と考えておりますので、より一層の投資・業務改革を通じて、しっかりと売上、利益に

つながる形で推し進めていきたいと考えております。 

最後に、統合報告書は前期から制作しておりますが、今年もより充実させた内容で刊行を予定して

おります。どうぞ刊行された後にはお目を通していただけますと幸いです。 
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Appendix です。重要性の高いページを説明いたします。 

2025 年 3 月期セグメントについてです。前期から今期にかけて、一部会社につきましてセグメン

トの入替を行っております。より事業シナジーの構築や事業管理など様々な側面から、プレミアオ

ートパーツ（株）と CIFUT（株）を、それぞれ資料の矢印のとおり入れ替えております。 

 

以上で、2025 年 3 月期第 1 四半期の決算説明を終了いたします。 

なお、本日の説明で不足していた点や、より詳細な説明が必要な場合は、機関投資家、アナリスト

の皆様向けに個別面談を行っております。当社の IR お問い合わせよりご連絡をいただければと思

います。 

本日は、ご清聴いただきありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
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本資料に含まれる全ての著作権等の知的財産権は、特に明示された場合を除いて、当社に帰属しま

す。また、本資料において特に明示された場合を除いて、事前の同意なく、これら著作物等の全部

又は一部について、複製、送信、表示、実施、配布（有料・無料を問いません）、ライセンスの付
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